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令和５年度 公立高校学力検査解答

問1． (ｳ) 12ab2×6a ÷(－3b) (ｴ) －

＝－ ＝

＝－24a
2
b ＝

(ｵ) ( ＋5)2－5( ＋5) ( ＋5)2－5( ＋5)

＝Ｍ2－5Ｍ ＝６＋10 ＋25－5 ー25

＝Ｍ(Ｍ－5) ＝6＋5

＝( ＋5)( ＋5－5) こちらの方が簡単だけど

＝( ＋5)× 難しい問題になれば左の解き方がお薦め

＝6＋5

問2．(ｱ) (x－5)(x＋3)－2x＋10 (ｲ) 7x
2＋2x－1＝0

＝(x－5)(x＋3)－2(x－5) x ＝ （ ＝ ）

＝(x－5)(x＋3－2) ＝

＝(x－5)(x＋1) ＝

(ｳ) y＝－2x
2

x＝－3の時 y＝－18 x＝－1の時 y＝－2

xの増加量が2 yの増加量が16 変化の割合は16÷2＝8

(ｴ) 自然数の一の位の数を xとすると、百の位の数は10－ x

3桁の自然数は、100(10－ x)＋40＋ x

百の位の数と一の位の数を入れ替えた3桁の自然数は、100x＋40＋(10－ x)

100x＋40＋(10－ x)－{100(10－ x)＋40＋ x}＝396

100x＋40＋10－ x－1000＋100x－40－ x＝396

198x＝396＋990

198x＝1386

x＝7

(ｵ) 3780＝22×33×5×7＝(2×3)2×3×5×7より

最も小さい自然数は n＝3×5×7＝105
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問3．

∠ACI＝90－35＝55 ∠ACI＝55＝28＋● ●＝27

∠CAI＝90－27×2＝36

35°

28°
35°

35°
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議案Ｘ

資料1 中央値 18 13 14 17 17 17 19 21 23 24 25

議案Ｙ

資料2 中央値 22 15 19 20 20 20 24 24 25 26 27

議案Ｚ 第一四分位数 第三四分位数

資料3 平均値 23

中央値 21

四分位範囲 6

13 17 18 23 25

Ａ．〇

Ｂ．× 合計Ｙ 15＋19＋20＋20＋20＋24＋24＋25＋26＋27＝220

合計Ｚ 23×10＝230

Ｃ．〇 中央値Ｙ 22

中央値Ｚ 21

Ｄ．〇 四分位範囲Ｙ ５

四分位範囲Ｚ ６
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Aさん 1200÷15＝80 80m／分

Bさん 35－（15＋5）＝15 （2400＋600×2）÷15＝240 240ｍ／分

1800÷240＝7.5 7.5＋15＝22.5

600÷240＝2.5 22.5＋2.5＝25
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ＧＩ：ＩＢ＝1：3より △ＡＩＧ：△ＡＢＩ＝1：3

ＡＩ：ＩＨ：ＨＥ＝3：5：4より △ＡＢＩ：△ＢＨＩ：△ＢＥＨ＝3：5：4

ＥＦ：ＡＢ＝①：②より △ＨＥＦ：△ＡＢＨ＝1：4＝2：8

ＢＥ：ＥＣ＝3：1より △ＢＥＦ：△ＥＣＦ＝3：1＝6：2
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A I H E

A I H E

Ｓ：Ｔ＝5：4
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(ｱ) 曲線②の式 y＝ ax2の a の値として正しいものを1つ選び,その番号を答えなさい。

x＝ 3を ① y＝－ x＋ 9に代入して y＝ 6

A（3，6）を ② y ＝ ax2に代入して 6＝ 9a a＝

(ｲ) 直線EFの式を y＝ mx＋ nとするときの（i）mの値と，(ii) nの値として正しいものを，

それぞれ1つずつ選び，その番号を答えなさい。

x＝－ 6を y＝－ x2に代入して，y＝－ 6 D（－ 6，－ 6） ⇒ E（6，－ 6）

BDの y座標は 6と－ 6

したがって，Fの x座標は－ 3と－ 6の真ん中で－ 4.5
線分 EFは横に 6＋ 4.5＝ 10.5進んで 6下がっているので

傾きは － ＝－ ＝－

切片は － 6× ＝－ 6× ＝－ 6× ＝－ 2× ＝－4.5＋6
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(ｳ)線分BC上に点Gを,三角形BDGと三角形DEGの面積が等しくなるようにとる。

このときの, 点Gの x座標を求めなさい。

DGがBEの中点を通れば△BDG＝△DEGとなる。

BEの中点は( ，0）より( ，0）

DGの式、xの増加量は 6＋ ＝ yの増加量は 6 傾きは ＝

y＝ x＋ b に（－ 6，－ 6）を代入して － 6＝－ ＋ b b＝－

DGの式は、y＝ x－ となる

BCの式は、12こイッテ6サガルので、傾きは－

切片は3こイッテ1.5サガルので、6－1.5＝4.5 y＝－ x＋

交点は、置換法で解くと x－ ＝－ x＋

両辺を10倍して 8x－12＝－5x＋45 13x＝57 x＝
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(ｱ) ３カ所に２個ずつになれば良いので、場所Pに２個残すには「４」が必要

場所Qに２個残すには「２」が必要 逆でも良いので ＝

説明図は横書きにします

「4」 ⇒ 「2」 「2」 ⇒ 「4」

P 65 P 65 P 6543 P 65

Q 4321 Q 43 Q 21 Q 21

R R 21 R R 43

(ｲ) 最初に「６」が出たら、場所Pは０個になる → ６通り

場所Qにあるものがすべて場所Rに移動すれば、場所Qは０個になる

「５」「５」 「４」「４」 「３」「３」 「２」「２」 「１」「１」→ ５通り

2回目に場所Pにあるものがすべて場所Rに移動すれば、場所Pは０個になる

「５」「６」 「４」「６」 「３」「６」 「２」「６」 「１」「６」→ ５通り

全部で 6＋5＋5＝16 16通り ＝

10cm

8cm

(ｱ)この円すいの表面積を求めなさい。

底面積 4×4×π＝16π

側面積 10×8π÷2＝40π（この公式は便利です）

表面積 16π＋40π＝56π

真面目に側面積を求めるには 10cm

底面の円周が8π

おうぎ形が円全体と考えた場合の円周は20π

おうぎ形の面積(側面積)は100π× ＝40π

8cm

8πcm

36

2

18

1

16

36

4

9

20π

8π
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(ｲ)2点D，E間の距離を求めなさい。（平面上で考える）

平面図（底面の形） 立面図（側面からの形）

EF＝ CF＝ ＝ DG＝

1：2： よりEB＝ EG＝ DE＝ ＝7

母線の長さが10cm，底面の半径が4cmなので

おうぎ形の中心角は360°× ＝144° 5cm 5cm

∠AOE＝60°底面の円の中心角の より 24°

∠ACE＝144°× ＝24°

∠ACA'＝144－24＝120°

直角三角形GECの辺の長さの比は

1：2： になるので GC＝5cm，GE＝ cm

直角三角形GEFで三平方の定理を使って

EF2＝( )2＋102＝75＋100＝175 EF＝ cm

2 3 100－12 2 22 22

3 3 27＋22
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